
　
　
　

◆「
ば
け
ば
け
」
の
モ
デ
ル

　

11
月
8
日
か
ら
「
小
泉
セ
ツ
資
料
展
」
が
始
ま
り

ま
す
。
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ば
け
ば
け
」
の

モ
デ
ル
と
な
っ
た
小
泉
セ
ツ
と
八
雲
（
ラ
フ
カ
デ

ィ
オ
・
ハ
ー
ン
）。
当
館
で
所
蔵
し
て
い
る
、
セ
ツ

の
手
紙
や
遺
愛
の
品
な
ど
多
数
展
示
し
ま
す
。
特
に

注
目
し
て
ほ
し
い
の
は
、
セ
ツ
が
避
暑
で
焼
津
に
い

る
ハ
ー
ン
に
宛
て
て
書
い
た
手
紙
で
す
。
二
人
は
カ

タ
カ
ナ
と
簡
単
な
日
本
語
を
使
っ
て
や
り
取
り
し
て

い
ま
し
た
。
ヘ
ル
ン
言
葉
と
呼
ば
れ
る
独
特
な
方
法

で
、「
シ
ン
セ
ツ
ノ
パ
パ
サ
マ
」
で
始
ま
り
、
ち
ゃ

ん
と
食
べ
て
い
る
か
と
案
じ
な
が
ら
、
大
久
保
の
家

で
起
き
た
些
細
な
事
件
を
つ
づ
っ
て
い
ま
す
。
大
き

な
蛇
が
ネ
ズ
ミ
を
食
べ
に
入
っ
て
き
て
家
の
女
た
ち

が
大
騒
ぎ
だ
っ
た
と
い
う
出
来
事
で
す
が
、
臨
場
感

た
っ
ぷ
り
に
書
か
れ
、
二
人
の
間
の
優
し
い
や
り
取

を
開
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ヨ
ガ
は
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、
心
と
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
整
え
、
ス
ト
レ
ス
や
不
安
を
軽
減
し
、
柔

軟
性
や
集
中
力
を
高
め
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ゆ

っ
く
り
と
深
い
呼
吸
を
す
る
こ
と
で
副
交
感
神
経
が

働
き
ま
す
。
忙
し
い
毎
日
、
呼
吸
を
意
識
す
る
こ
と

は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
よ
ね
。
き
っ
と
自
分
を
見

つ
め
る
時
間
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

第
3
ク
ー
ル
は
12
月
か
ら
の
3
ヶ
月
間
、
第
4
水

曜
日
の
午
後
2
時
～
、
1
時
間
30
分
の
教
室
で
す
。

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
予
約
を
お
持
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
口
加
奈
子
）

　
　
　

◆
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
じ
め
ま
し
た
！

　

こ
の
た
び
、
池
田
記
念
美
術
館
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
開
設
し
ま
し
た
。
企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
ご

案
内
を
は
じ
め
、
入
館
料
や
イ
ケ
ビ
カ
フ
ェ
の
割
引

ク
ー
ポ
ン
な
ど
も
配
信
予
定
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
友
だ

ち
追
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま
に
情
報
を
お
届
け
で

き
る
よ
う
複
数
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
し
、

情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
池
田
記
念
美
術

館
の
活
動
を
じ
っ
く
り
と
ご
覧
い
た
だ
け
る
「
ｎ
ｏ

ｔ
ｅ
」
に
記
事
を
投
稿
し
た
り
、
気
軽
に
情
報
が
目

り
も
垣
間
見
え
ま
す
。
ぜ
ひ
実
物
を
ご
覧
い
た
だ
き

た
い
資
料
で
す
。
初
日
に
は
、
ハ
ー
ン
の
曾
孫
・
小

泉
凡
氏
の
講
演
会
「『
ば
け
ば
け
』
を
も
っ
と
楽
し

む
た
め
に
」
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
田
か
お
り
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

◆
心
と
体
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

今
年
度
か
ら
イ
ケ
ビ
の
文
化
講
座
に
新
し
く
『
池

美
ヨ
ガ
教
室
』
が
加
わ
り
ま
し
た
。
講
師
は
『
エ
ア

ロ
ヨ
ガ
講
座
』
で
お
馴
染
み
の
髙
橋
み
ゆ
き
先
生
で

す
。
い
つ
も
エ
ア
ロ
ヨ
ガ
講
座
で
は
、
笑
顔
で
元
気

い
っ
ぱ
い
の
先
生
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
も
講
座
終
了

後
は
笑
顔
に
な
り
、
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
れ

て
い
る
ご
様
子
で
す
。
以
前
よ
り
た
っ
ぷ
り
と
時
間

を
か
け
て
ヨ
ガ
だ
け
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
だ
け
の
講
座

を
開
催
で
き
な
い
か
と
思
い
、
髙
橋
先
生
に
お
願
い

し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
い
た
だ
き
、
念
願
の
ヨ
ガ
教
室

に
入
る
「
Ｘ
」、
写
真
で
惹
き
つ
け
る
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ

ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」（
こ
ち
ら
は
山
室
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
ア
カ
ウ
ン
ト
）
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に

合
わ
せ
て
奮
闘
中
で
す
。

　

当
館
の
自
慢
の
一
つ
は
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

か
ら
の
眺
望
で
す
。
光
の
池
、
八
色
の
森
公
園
、
八

海
山
、
駒
ヶ
岳
と
い
っ
た
、
こ
の
美
し
い
景
色
が
何

か
の
拍
子
に
大
き
な
話
題
に
な
ら
な
い
か
な
ぁ
な
ん

て
、
密
か
な
野
望
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
当
館
な
ら
び
に
南
魚
沼
の
魅
力
を
ど

ん
ど
ん
発
信
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み

に
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
山
室
茉
由
）

　
　
　

◆
秋
か
ら
冬
の
出
来
事

　

大
和
中
学
校
の
新
校
舎
建
設
計
画
に
と
も
な
い
、

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
を
会
場
に
実
施
さ
れ
て
き
た
、
大
和

文
化
祭
と
南
魚
美
術
協
会
会
員
展
を
、
当
館
で
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
会
期
中
は
全

館
入
館
無
料
と
な
る
の
で
、
多
数
の
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
地
元
地
域
で
文
化
活
動
に
励
ん
で

い
る
方
々
の
発
表
の
場
と
な
り
、
美
術
館
と
し
て
も

展
示
方
法
の
助
言
な
ど
全
面
支
援
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
当
館
所
蔵
品
を
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
し
た
池
田

恒
雄
（
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
・
マ
ガ
ジ
ン
社
創
業
者
）
が

旧
制
小
千
谷
中
学
校
の
卒
業
者
で
、
野
球
を
通
し
て

小
千
谷
と
の
深
い
縁
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
小
千
谷

市
展
に
新
し
く
「
池
田
記
念
美
術
館
賞
」
が
創
設
さ

れ
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
秋
、
日
本
画
、
書

道
、
水
墨
画
、
写
真
、
洋
画
・
版
画
、
工
芸
・
彫
塑

の
6
部
門
の
受
賞
作
品
と
各
部
門
の
市
長
賞
の
作
品
、

合
計
12
点
を
当
館
で
特
別
展
示
し
ま
す
。
次
年
度
以

降
も
継
続
と
な
り
ま
す
。

　

広
く
魚
沼
地
域
と
連
携
し
、「
地
」
と
「
人
」
に

開
か
れ
た
、
自
由
で
闊
達
な
美
術
館
を
創
造
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
高
橋
良
一
）

秋
号

No.121

2025

常
設
展
示
　
ス
ポ
ー
ツ
文
化
展
示
室
・
小
泉
八
雲
文
学
資
料
室

焼津滞在中の八雲に宛てたセツの手紙

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

友
だ
ち
追
加
で
、

割
引
ク
ー
ポ
ン
配
布
中
！

有
効
期
間　

12
月
6
日
ま
で



《池田記念美術館━展覧会・イベント情報》

〒９４９－７３０２　新潟県南魚沼市浦佐５４９３－３　八色の森公園内

ＴＥＬ ０２５－７８０－４０８０ ／ ＦＡＸ ０２５－７７７－３８１５

【開館時間】 ９：００～１７：００（入館受付は１６：３０まで）　

【休館日】毎週水曜日（祝日の場合は翌日）、年末年始、展示替えによる臨時休館　

【入館料】一般　５００円　　高校生以下無料 　（団体割引、各種割引あります）

【ホームページ】 http://www.ikedaart.jp 

■小泉セツ資料展　ハーンが愛した “ 世界で一番良きママさん ”
◎会期：11 月 8 日（土）〜 12 月 6 日（土）
NHK 連続テレビ小説「ばけばけ」が放映中です。舞台は松江。没落士族の家
に養女に入ったヒロイン・松野トキ役を演じるのは女優の髙石あかりさん。こ
のトキのモデルが小泉セツです。のちに英語教師として松江に赴任するラフカ
ディオ・ハーン（小泉八雲）と出会って夫婦となります。怪談大好きのトキが
どうなっていくのか、毎朝のドラマ展開が気になります。ハーン関係の資料は、
国宝の松江城にほど近い武家屋敷にある「小泉八雲記念館」「小泉八雲旧居」
のほか、全国各地の施設に所蔵されています。松江から転居した熊本の「小泉
八雲熊本旧居」、夏を過ごした焼津の「焼津小泉八雲記念館」、終焉の地となっ
た東京の「区立新宿博物館」、富山には、関東大震災後にハーンの蔵書を引き
取った「富山大学付属図書館ヘルン文庫」があります。ハーン関連書籍を多数
出版した恒文社を立ち上げ、当館の創設者でもあった池田恒雄が開館にあたっ
て集めた資料を紹介しているのが当館の「小泉八雲文学資料室」です。今回の
企画展にあたって、八雲の創作活動を陰になり日向になって応援し、4 人の子
どもを育て上げた小泉セツ関連の貴重な資料を多数公開します。

■記念講演会　現代によみがえる八雲とセツ、そして新潟 
                                〜「ばけばけ」をもっと楽しむために
　11 月 8 日（土）14：00 ～　※参加には入館料が必要です
　講師：小泉　凡（小泉八雲記念館館長、八雲の曾孫）

■第 4 回 大和文化祭
◎会期：11 月 15 日（土）〜 11 月 16 日（日）
昨年まで大和 B ＆ G 海洋センター・体育館で実施していた大和文化祭は今年度、会場を当館に移して開催します。絵画、
書道、写真、絵手紙、パッチワーク、ロマンドール、生花など、大和地域に住む愛好家の作品を展示。
15 日と 16 日とも全館入館無料となりますので、同時開催の「小泉セツ資料展」や常設展示もあわせて観覧可能です。

■第 45 回 小千谷市展（市長賞・池田記念美術館賞）受賞作品特別展示
◎会期：11 月 22 日（土）〜 12 月 6 日（土）
今年で 45 回目を迎えた小千谷市展は、日本画、書道、水墨画、写真、洋画・版画、工芸・彫塑の 6 部門で構成され、今
年度から新たに「池田記念美術館賞」が創設されました。当館を創設した池田恒雄が生涯にわたって愛し、支援してきた
小千谷の地で文化活動がますます興隆することを願って、市長賞と池田記念美術館賞の受賞作品 12 点を展示します。

■第 46 回 南魚美術協会会員展
◎会期：12 月 12 日（金）〜 12 月 14 日（日）
11 月の「大和文化祭」と同様に、大和 B ＆ G 海洋センター・体育館で実施していた南魚美術協会会員展の会場を当館に
移して開催します。絵画、彫刻、書道、写真部門の作品を展示。12 日から 14 日までの 3 日間は全館入館無料となります。

■ 11 月〜 12 月の休館日
毎週水曜日のほか、展示替え・ＬＥＤ化工事・年末年始のため、12 月 7 日〜 11 日、15 日〜 1 月 4 日は休館となります。

公園の中の美術館

池田記念美術館
アクセス
上越新幹線JR浦佐駅東口より約１㎞、徒歩15分
関越自動車道大和スマートI.Cより車３分
六日町I.Cより車15分、魚沼I.Cより車10分

七五三の祝い（左からハーン、長男の一雄、セツ）


